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令和 3 年測量士午前試験解答 

〔Ｎ０.1〕 

   次のａ～ｅの文は，測量法（昭和 24 年法律第 188 号）に規定された事項について述

べたものである。明らかに間違っているものをすべて含む組合せはどれか。次の中から選べ。 

ａ.測量業者は，その営業所ごとに測量士又は測量士補を一人以上置かなければならない。

✖ 

ｂ．「基本測量及び公共測量以外の測量」を実施しようとする者は，あらかじめ，その旨を

国土交通大臣に届け出なければならない。〇 

ｃ．測量業を営もうとする者は，測量業者としての登録を受けなければならず，登録の有効

期間は３年である。5 年✖ 

ｄ．測量標とは，永久標識及び一時標識のことをいい，仮設標識は含まない。✖ 

ｅ．測量業とは，「基本測量」、「公共測量」、又は基本測量及び公共測量以外の測量を請け負

う営業をいう。✖ 

答え 4 

No.2 次の文は，日本の測地基準座標系について述べたものである。 ア ～ 

 オ に入る語句の組合せとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。 

 測量法（昭和 24 年法律第 188 号）では，世界測地系について，地球を次に掲げる要件を

満たす回転楕円体であると想定して行う地理学的経緯度の測定に関する測量の基準として

規定している。 

  一 その長半径及び扁平率が，地理学的経緯度の測定に関する国際的な決定に基づき

政令で定める値であるものであること。 

二 その中心が地球の｢￣ア（重心）￣|と一致するものであること。 

三 その短軸が地球の｢￣イ（自転軸）￣|と一致するものであること。 

このうち一については，1979 年に開催された第 17 回国際測地学・地球物理学連合において
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採択された「￣ウ（GRS80）￣￣|楕円体の長半径及び扁平率の値が，測量法施行令（昭和

24 年政令第 322 号）において定められている。 

 一方，位置の表示には地心直交座標系を用いることもできる。地心直交座標系（平成 14

年国土交通省告示第 185 号）は，回転楕円体のエ（中心）で互いに直交するＸ軸，Ｙ軸及

びＺ軸の三軸からなり， 

X 軸は，回転楕円体のエ（中心）及び経度Ｏ度の子午線と赤道との交点を通る直線とし，回

転楕円体のエ（中心）から経度Ｏ度の子午線と赤道との交点に向かう値を正とする。 

 Ｙ軸は，回転楕円体のエ（中心）及び東経 90 度の子午線と赤道との交点を通る直線とし，

回転楕円体のエ（中心）から東経 90 度の子午線と赤道との交点に向かう値を正とする。 

 Z 軸は，回転楕円体の短軸と一致し，回転楕円体のエ（中心）から北に向かう値を正とす

る。と定められている。 

測地成果 2011 は，この規定に基づく地心直交座標系として，オ（ITRF）に準拠した国際 V

ＬＢＩ観測や電子基準点による GNSS 観測などの結果をもとに算出された。 

 

答え 4 

〔Ｎ０.3〕 

   次のａ～ｅの文は，地理情報標準プロファイル（以下「JPGIS」という。）について述

べたものである。明らかに間違っているものだけの組合せはどれか。次の中から選べ。 

a.JPGIS に準拠した製品仕様書は，「作業規程の準則」を準用した作業規程にしたがってデ

ータを作成する場合には，省略することができる。✖ 

b.JPGIS に準拠した製品仕様書は，作成する地理空間データの詳細な設計書の役割を持つと
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ともに，地理空間データを流通・交換する際には，当該地理空間データの説明書として使用

することができる。 

c.JPGIS に準拠する応用スキーマで定義された地理空間データは，統一モデル化言語（ＵＭ

Ｌ）を用いて符号化される。✖ 

d.JPGIS に基づき作成されるメタデータの仕様として，日本版メタデータプロファイル第２

版(JMPP2.0）を使用する。 

ｅ.JPGIS に準拠した製品仕様書における品質要求は，地理空間データの使用目的に対する

適合性の判定基準を示す。 

 

答え 2 

 

〔Ｎ０.4〕 

   次の文は，座標平面上における原点Ｏを中心とした，点の回転移動について述べたも 

のである。 ア ～ エ に入る語句又は数値の組合せとして最も適当なものはどれか。

次の中から選べ。 

 なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。 

図４に示すｘｙ座標系において，次の式４によって点（x，ｙ）は点（x’,y’）へ移される。 

 

 このとき，点Ａ（1，0）及び点Ｂ（0，1）は，それぞれ点 A’（ ア ）及び 

点Ｂ’（ イ ）へ移され，式４で表される回転の方向と大きさは， ウ まわりに角度 θ

＝ エ °であることがわかる。 

 ただし，0°≦θ≦180°とする。 
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ア イ ウ エ 

1 0.8660  -0.5000  0.5000  0.8660  時計 30  

2 0.8660  -0.5000  0.5000  0.8660  反時計 30  

3 0.8660  -0.5000  1.0000  1.7321  時計 60  

4 1.7321  -1.0000  1.0000  1.7321  時計 30  

5 1.7321  -1.0000  1.0000  1.7321  反時計 60  

 

 

解答 

 

座標変換は、測量では座標軸の回転が使われ、また解析幾何では、
点の回転が使われる。その場合、測量の時計回りと点の回転による
ものとは逆になるので注意しなければならない。
点の回転の場合
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[
 
 
 
𝑥𝐴′′

𝑦𝐴′

𝑥𝐵′

𝑦𝐵′]
 
 
 

= [

1 0
0 −1
0 1
1 0

] [
0.866
0.5

] = [

0.866
−0.5
0.5

0.866

] 

𝑥′ = 𝑐𝑜𝑠𝜃𝑥 + 𝑠𝑖𝑛𝜃𝑦 

𝑦′ = −𝑠𝑖𝑛𝜃𝑥 + 𝑐𝑜𝑠𝜃𝑦 

より、𝜃＝𝑐𝑜𝑠−10.866 = 0.52365 = 0.52365 ∗ 57.295＝30° 

ア＝（0.866、0.5） 

イ＝（0.5,0.866） 

ウ＝時計（まわり） 

ｙ

ｘ P(x,y)

P'(x',y')
ｒ　　　　θ ｙ

ｒ
Φ

ｘ

図　点の回転において時計回りの場合

x'

y'

図からｘ、ｙの座標は
ｘ＝ｒcosφ
ｙ＝rsinΦ ...①

θ回転させたときのP'の位置
ｘ’＝ｒcos(φ-θ）＝ｒcosφcosθ+rsinφsinθ
ｙ’＝ｒsin（φ-θ）＝ｒsinφcosθ-ｒcosφsinθ ...②

②に①を代入すると
ｘ’＝ｘcosθ+ｙsinθ
ｙ’＝ycosθ-ｘsinθ ...③
この式は上の式4と同じであり、式4は点の回転において
「時計回り」の回転に相当する。

だから
cosθ＝√3/2
θ＝ 0.52365 30.00291
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エ＝30（°） 

正解 2（だからこの問題は座標軸の回転では解いてはいけない。点の回転で解くこと） 

 

〔Ｎ０.5〕 

次の文は，正規分布の性質について述べたものである。 ア ～ ウ に入る語句の 

組合せとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。 

 なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。 

 確率変数ｘが平均 μ，分散σ²の正規分布に従うとき，x～Ｎ(μ，σ²)と書くこととする。 

二つの互いに独立な確率変数ｘ1，ｘ2 について， 

 

のとき， 

 

となることが知られている。ただし，a，ｂは任意の実数である。 

 いま，異なる２機種のトータルステーションＡ，Ｂを用いて，ある２点間の距離を多数回

測定し，気象補正を施したところ，それぞれの距離の測定値ｘA，ｘB の分布は， 

              xＡ～Ｎ(200.004，0.000004)観測値、分散 

              xB～Ｎ(200.002，0.000008) 

となることがわかったとする。 

 ただし，ｘA とｘB は互いに独立で，それぞれの分布は偶然誤差によって生じるものと

し，その他の観測条件は同一であるものとする。なお，測定の単位はｍである。 

このとき xA，ｘＢの平均がとる確率分布を考えれば， 

 

となり，標準偏差は ウ である。 

 



p. 7 

 

(解答) 

機械 A、機械 B の分散が出ているので重量平均しなければならないが、この問題は算術平

均している。 

平均𝑥𝑚 =
𝑥𝐴+𝑥𝐵

2
= 200.003 

𝜎𝑚
2 =

𝜎𝐴
2

4
+

𝜎𝐵
2

4
=

0.000004

4
+

0.000008

4
= 0.000003 

𝜎𝑚 = 0.00173 

答え 1 

（解説） 

算術平均(ア) 

𝑥𝑚 =
𝑥𝐴 + 𝑥𝐵

2
=

200.004 + 200.002

2
= 200.003 

分散（誤差伝播）（イ） 

∆𝑥𝑚 =
𝜕𝑥𝑚

𝜕𝑥𝐴
∆𝑥𝐴 +

𝜕𝑥𝑚

𝜕𝑥𝐵
∆𝑥𝐵 =

1

2
∆𝑥𝐴 +

1

2
∆𝑥𝐵 

𝜎𝑚
2 =

1

4
𝜎𝑥𝐴

2 +
1

4
𝜎𝑥𝐵

2 =
1

4
× 0.000004 +

1

4
× 0.000008 = 0.000003 

平均値の標準偏差（ウ） 

𝜎𝑚 = 0.00173 

正解 1 

〔Ｎ０.6〕 

  次のａ～ｅの文は，地球の形状と測量の基準について述べたものである。明らかに間違

っているものだけの組合せはどれか。次の中から選べ。 

ａ.基本測量及び公共測量における位置は，地理学的経緯度及び平均海面からの高さで表示

する。また，直角座標及び回転楕円体からの高さで表示してもよい。間違い 

（標高で表す。） 

ｂ．ジオイドは，重力の大きさが常に等しい面である。間違い 

（ジオイドは等ポテンシャル面である。） 

ｃ．基本測量及び公共測量における距離及び面積は，測量法（昭和 24 年法律第 188 号）で

規定する回転楕円体の表面上の値で表示する。正しい 

ｄ．測量の原点は，離島の測量等の場合で国土地理院の長の承認を得たときを除き，日本経

緯度原点及び日本水準原点とする。正しい 

ｅ．日本水準原点の数値は政令で定められており，東京湾平均海面の高さを基準としている。 

正しい。 

1. a,b 

2. a,c 
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3. b,d 

4. c,e 

5. d,e 

正解 1 

[Ｎ０.7〕 

   次の文は，公共測量におけるトータルステーションを用いた基準点測量について述

べたものである。明らかに間違っているものはどれか。次の中から選べ。 

 

１. ３級基準点測量及び４級基準点測量において新点を設置する場合は，厳密水平網平均

計算及び厳密高低網平均計算又は三次元網平均計算により設置された同級の基準点を既知

点とすることができる。 

  ただし，既知点とする同級の基準点の数は，使用する既知点数の４分の３以下とする。 

（2 分の 1 以下） 

２．１級基準点測量及び２級基準点測量は，原則として，結合多角方式により行うものとす

る。 

3. 観測に使用する機器の点検は，観測着手前及び観測期間中に適宜行い，必要に応じて機

器の調整を行うものとする。 

4. 新点を２点以上設置する場合の偏心距離は，測点間距離の６分の１以下を標準とする。 

5. 観測においては，水平角観測，鉛直角観測及び距離測定を１視準で同時に行うことを原

則とする。 

答え 1 

 

〔Ｎ０.8〕 

   基準点Ａ，Ｂ間の距離を測定しようとしたところ，Ａ，Ｂ間に障害物があり視通が取

れなかったため，図８に示すように，それぞれ偏心点ａ，ｂに偏心して観測を行い，表８の

結果を得た。 

  基準点Ａ，Ｂ間の基準面上の距離Ｓは幾らか。最も近いものを次の中から選べ。 

   ただし，距離はすべて基準面上の距離に補正されているものとする。 

   なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。 
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解答 

S と Se 間の距離ｄ、A から Se に下した垂線の足 A‘(aA’＝a’)、A から eB に下した垂線の足

B’(BB’＝ｂ’)とする。 

△AA’a において𝑎′ = 𝑒𝐴 cos(360𝑜 − 𝛼) =29.202ｍ 

Se’=Se-ａ‘＝1458.026ｍ 

ｄ＝√eA²-a’²＝29.202ｍ 

ｂ‘＝BB’=eB-ｄ＝3.181ｍ 

S=√b’²+Se’²＝1458.029ｍ 

答え 2 

〔Ｎ０.9〕 

   次のａ～ｅの文は，公共測量における GNSS 測量機を用いた基準点測量について述

べたものである。 

 ア ～ オ に入る語句の組合せとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。 

a.GNSS 測量では，ＧＰＳ衛星，準天頂衛星及びア GLONASS 衛星を組み合わせて使用す

ることができる。 
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b.GNSS 衛星の軌道情報はイ放送暦を標準とする。 

ｃ． ウ電離層における電波の伝搬遅延に起因する誤差は，２周波の観測により軽減するこ

とができる。 

d.GNSS 衛星から直接到達する電波以外に電波が構造物などに当たって反射したものを受

信してしまうことをエ（マルチパス）といい，誤差要因の一つである。 

ｅ．準天頂衛星は，ＧＰＳ衛星とオ(異なる)軌道を周回している 

 

答え 4 

〔Ｎ０.10〕 

   電子基準点である既知点Ａ及び新点Ｂにおいて，公共測量における GNSS 測量機を

用いた基準点測量を行い，既知点Ａから新点Ｂまでの距離 10,000.000 m， 新点Ｂの楕円体

高 42.70m の値を得た。このとき，新点Ｂの標高は幾らか。最も近いものを次の中から選べ。 

   ただし，既知点Ａの標高は 35.20 m， 楕円体高は 62.80m であり，ジオイドは楕円

体面に対し，既知点Ａから新点Ｂの方向へ，距離１ｋｍ当たり＋0.02m の一様な傾斜をして

いるものとする。また，距離は楕円体面上の距離とする。 

   なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。 

 

解答 B のジオイド高＝27.6+0.02/1ｋｍ*10ｋｍ＝27.8ｍ 

Ｂの標高＝楕円体高-ジオイド高＝42.7-27.8＝14.9ｍ 

答え 1 
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〔Ｎ０.11〕 

   次の文は，公共測量における GNSS 測量機による水準測量（以下「GNSS 水準測量」

という。）について述べたものである。明らかに間違っているものはどれか。次の中から選

べ。 

1.GNSS 水準測量を行うことができるようになった背景には，衛星測位システムの充実及び

国土地理院が提供するジオイド・モデルの高精度化かある。 

2.GNSS 衛星から発信された電波の大気遅延は高さ方向の精度に影響することから，観測時

の気象条件に十分注意することが必要である。 

3.GNSS 水準測量において電子基準点を既知点として使う場合は，「標高区分：水準測量に

よる」となっている電子基準点に限り使用することができる。 

4.GNSS 水準測量では，スタティック法により，２時間以上を標準とした GNSS 観測を行う

必要がある。✖（5 時間以上） 

5.GNSS 水準測量は原則として結合多角方式により行い，既知点から新点又は新点から新点

の距離は６ｋｍ以上であり，かつ 40km 以下が標準とされている。 

答え 4 

〔Ｎ０.12〕 

   次のａ～ｅの文は，公共測量における水準測量について述べたものである。明らかに

間違っているものだけの組合せはどれか。次の中から選べ。 

ａ。永久標識を設置した水準点の水平位置は，ネットワーク型ＲＴＫ法を用いて求めること

ができる。 

ｂ．直接に水準測量で結ぶことができない水準路線は，渡海（河）水準測量又は GNSS 観

測による間接水準測量により連結することができる。✖ 

ｃ． １級水準測量及び２級水準測量において再測を行った場合，往復観測における同方向

の観測値を採用するものとする。✖ 

ｄ．１級水準測量で新点の標高を求めるためには，標尺補正計算及び正規正標高補正計算を

行う。ただし，正規正標高補正計算に代えて実測の重力値による補正である正標高補正計算

を用いることができる。 

 

答え 3 

〔Ｎ０.13〕 
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   水準点Ａ～Ｆにおいて，公共測量による１級水準測量を行い，表 13 の結果を得た。

１ｋｍ当たりの観測の標準偏差は幾らか。最も近いものを次の中から選べ。 

   なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。 

 

 

 

解答 

𝑚𝑜＝
1

2
√

∑𝑣𝑣/𝑆

𝑛
＝

1

2
√

2.750

5
= 0.37𝑚𝑚 

答え 5 

〔Ｎ０.14〕 

   次のａ～ｅの文は，公共測量における地形測量のうち，GNSS 測量機を用いた細部測

量について述べたものである。 ア ～ オ に入る語句の組合せとして最も適当なもの

はどれか。次の中から選べ。 

ａ. 地形，地物等の測定を行うほか，編集時に必要となる取得したデータの 

ア（結線）のための情報や，地名，建物等の名称に関する資料を作成する。 

b.GNSS 測量機による地形，地物等の測定は，観測をイ（1 セット）|行う。 

ｃ. キネマティック法又はＲＴＫ法による地形，地物等の測定は，基準点又は TS 点に
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GNSS 測量機を整置し，ウ（放射法）により行う。 

ｄ．ネットワーク型ＲＴＫ法による地形，地物等の測定は，エ(単点観測法)又は間接観測法

により行う。 

e. GNSS 測量機により標高を求める場合は，ジオイド・モデルより求めた 

オ(ジオイド高)を用いて，楕円体高を補正して求める。 

 

 

答え 2 

〔Ｎ０.15〕 

   図 15 のように，高低差Ｚを求めるために，トータルステーションを用いて，放射法

により既知点Ａから求点Ｂを観測した。 

 

次の文は，求めた高低差ｚの標準偏差を計算する過程を示したものである。 ア ～ 

 ウ に入る語句の組合せとして最も適当なものはどれか。次のページの中から選べ。 

求点Ｂの高低差Ｚは，既知点Ａから求点Ｂの斜距離刀及び高低角θを使うと，式 15－ 1 で

表される。ただし，θの単位はラジアンとする。 

 

 ここで，斜距離 D、高低角θそれぞれの観測値の標準偏差をσD、σθとした場合の，高
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低差Ｚの標準偏差σZ 求めることにする。 

 斜距離 D と高低角θの観測が互いに独立であれば，それぞれの観測値の分散をσD
2，σ

θ2 とした場合，両者の共分散は ア となる。このとき，高低差 Z の分散σZ
2 は，誤差伝

播の法則から式 15－2 で求められる。 

...式 15-2 

ここで，式 15－ 1 を D 及び θ で偏微分すれば， 

 

となる。式 15－ 2 及び式 15－3 から，標準偏差σZ は式 15－4 で求まる。 

 

 

解答 

Z=Dsinθ 

∆𝑍 =
𝜕𝑍

𝜕𝐷
∆𝐷 +

𝜕𝑍

𝜕𝜃
∆𝜃 = sin 𝜃∆𝐷 + cos𝜃∆𝜃 

2𝐷𝑠𝑖𝑛𝜃 cos 𝜃𝜎𝐷𝜃 = 0 

共分散σdθ＝０（ア） 

∂Z/∂D＝sinθ（イ） 

∂Z/∂θ＝Dcosθ（ウ） 

答え 3 

〔Ｎ０.16〕 

   次のａ～ｅの文は，公共測量における地上レーザ測量について述べたものである。明

らかに間違っているものだけの組合せはどれか。次の中から選べ。 
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ａ。地上レーザ測量により作成する数値地形図データの地図情報レベルは，1000 が標準で

ある。✖ 

ｂ．斜面に対する観測の方向は，地形の高い方から低い方への向きを原則とする。✖ 

ｃ．標定点は，地上レーザ観測の有効範囲の外に設置する。 

ｄ．地上レーザスキャナは，地形，地物等とレーザ光がなす角を入射角とし，標準的な地形，

地物等が入射角１．５度以上で観測できる性能を有するものとする。 

ｅ．数値地形図作成において，観測した三次元観測データは，標定点等を使用して平面直角

座標系へ変換し，オリジナルデータとする。 

 

答え 1 

 

〔Ｎ０.17〕 

   次の文は，公共測量における車載写真レーザ測量について述べたものである。明らか

に間違っているものはどれか。次の中から選べ。 

1. 車載写真レーザ測量により作成する数値地形図データの地図情報レベルは，500 及び

1000 が標準である。 

2. 車載写真レーザ測量システムは，自車位置姿勢データ取得装置，数値図化用データ取得

装置及び解析ソフトウェアで構成される。 

3. 車載写真レーザ測量システムで固定式システムのキャリブレーションの有効期間は，１

年が標準である。 

4. 固定局は，取得区間との基線距離を原則 10 km 以内とし，やむを得ない場合でも 30 km 

を超えてはいけない。 

5. 道路縁内外にかかわらず，得られた観測データはすべて数値図化することを標準とする。

✖ 

 

答え 5 

 

〔Ｎ０.18〕 

   次のａ～ｅの文は，リモートセンシングについて述べたものである。明らかに間違っ

ているものだけの組合せはどれか。次の中から選べ。 

ａ. 人工衛星からのリモートセンシングの特徴は，広域を一度に観測できることや周期的
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に観測ができることである。〇 

ｂ．リモートセンシングで一般的に扱われる電磁波の波長域には，波長の短い順に可視光域，

赤外域，マイクロ波域などがある。〇 

ｃ．人工衛星による熱赤外線のリモートセンシングでは，電磁波を照射し，対象物からの反

射の強さを観測するため，夜間も観測することができる。×（地上からの赤外線を受信する。

熱赤外線は照射しない。） 

ｄ．合成開ロレーダ（ＳＡＲ）は，マイクロ波を地表面に照射し，地表面より戻ってくる反

射波を受信する。また，マイクロ波を利用することから雲に覆われていても地表を観測する

ことができる。〇(レーダとマイクロは同じ) 

ｅ．人工衛星から観測した衛星画像は，航空機から撮影した空中写真より高度が非常に高い

ため，実体視ができるオルソ画像となる。✖ 

1. a,b 

2. a,d 

3. b,e 

4. c,d 

5. c,e 

 

答え 5 

 

〔Ｎ０.19〕 

   標高が 100 m から 800 m までの範囲にある土地の，デジタル航空カメラを鉛直下

に向けた空中写真撮影において，撮影範囲全体にわたって隣接するコースの数値写真との

重複度が最小で 30％となるように計画した。撮影基準面の標高を 100 m とするとき，隣接

コースの数値写真との重複度は最大で何％となるか。最も近いものを次の中から選べ。 

   ただし，使用するデジタル航空カメラの画面距離は 10 cm， 撮像面での素子寸法は

10μｍ，画面の大きさは 17,000 画素×11,000 画素とし，画面短辺か撮影基線と平行である

とする。 

   また，空中写真の撮影は等高度かつコースの間隔を一定で行うものとし，撮影基準面

での地上画素寸法は 20 cm とする。 

   なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。 
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解答 

土地の標高が 100～800ｍに変化 

撮影基準面ｈ＝100ｍ 

サイドラップｑ＝30％ 

求件:最大サイドラップｑ‘ 

焦点距離ｆ＝100ｍ 

画面の大きさ sx‘×sy’=11000*17000＝110mm×170ｍｍ(画素寸法 10μｍ) 

地上画素寸法＝20ｃｍ 

ｈ＝100ｍでの写真縮尺分母数ｍｂ＝地上画素寸法/素子寸法＝20000 

対地高度 H=ｍｂ*ｆ＝2000ｍ 

撮影高度Ｈｏ＝Ｈ＋ｈ＝2000+100＝2100ｍ 

ｈ＝800ｍでの mb‘＝Ｈ’／ｆ＝1300ｍ/100ｍｍ＝13000 

H’=H-700ｍ＝2000-700＝1300ｍ 

Sｙ‘＝ｍｂ’*ｓｙ＝13000*170ｍｍ＝3400ｍ 

コース間隔 W＝Ｓｙ’(1-q)＝3400(1-0.3)＝1547ｍ 

撮影基準面でのサイドラップｑ‘ 

Ｗ＝Sｙ‘(1-ｑ’)より 

ｑ‘＝1-Ｗ／Ｓｙ’＝1-1547ｍ/3400＝0.545 

ｑ‘＝54.5％ 

 

答え 2 

〔Ｎ０.20〕 

次のａ～ｃの文は，公共測量における航空レーザ測量について述べたものである。 

  ア ～ ウ に入る語句の組合せとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。 

 

ａ． レーザ測距装置はファーストパルス及びア（ラストパルス）の２パルス以上計測でき

る必要がある。 
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ｂ. 航空レーザ測量システムは，ボアサイトキャリブレーションを実施したものを用い，

キャリブレーションの有効期間はイ(6 か月)とする。 

ｃ. 東西 10 km， 南北 10 km の平坦な地域で航空レーザ計測を行う予定である。三次元

データの点検及び調整を行うための調整用基準点は，標準でウ（5）点必要となる。 

 

答え 4 

 

〔Ｎ０.21〕 

   図 21 は，国土地理院刊行の電子地形図 25000 の一部（縮尺を変更，一部を改変）で

ある。次の１～５の文は，この図に表現されている内容について述べたものである。明らか

に間違っているものはどれか。次のページの中から選べ。 

   ただし，選択肢１～５で使用する地図記号及び注記を図 21 上で囲み，それぞれ①～

⑦の番号を付している。 

   なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。 

ア イ ウ

1 ラストパルス 6か月 4

2 アザーパルス 1年 4

3 アザーパルス 6か月 4

4 ラストパルス 6か月 5

5 ラストパルス 1年 5
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1. 図申３つの自然災害伝承碑（①～③）のうち，互いの距離が最も離れているもの同士の

水平距離はおよそ 564 m である。〇 

2. 郵便局（④）の経緯度は，およそ東経 132° 29’ 59”,北緯 34°29’ 2″である。〇 

3.  図中には，道路と鉄道が立体交差している箇所と平面交差している箇所がそれぞれ存在

する。〇 

4.  阿武山の山頂の三角点（⑤）と阿武山の中腹の標高 347 m の標高点（⑥）を結んだ斜

距離は，700 m より短い。〇（646ｍ） 

5.阿武山の山頂の三角点（⑤）と郵便局の西側にある 16.3m の水準点（⑦）の２地点を直線 

 で結んだ傾斜角は，30°より大きい。✖（θ≒20°） 

※ 国土地理院では，過去に起きた津波，洪水，火山災害，土砂災害等の自然災害の情報を

伝える地図記号「自然災害伝承碑」 をウェブ地図「地理院地図」，国土地理院刊行の 

1/25,000 地形図及び電子地形図 25000 に令和元年から掲載している。 
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答え 5 

〔Ｎ０.22〕 

   次のａ～ｅの文は，地図投影法について述べたものである。明らかに間違っているも

のだけの組合せはどれか。次の中から選べ。 

ａ. 球面をひずみなく平面上に表す理想的な地図投影法は存在しないため，地図の目的や

用途，対象地域によって投影法を選択する必要がある。 

ｂ．球面上の図形の面積比が地図上でも正しく表示される投影法を正積図法という。 

ｃ．地図上において，正角図法と正積図法の性質を同時に満足させることは理論的に可能で

ある。✖（できない） 

ｄ．正角図法は，地球上と地図上との対応する点において，任意の２方向のきょう角が等し

くなり，ごく狭い範囲での形状が相似となる図法である。 

ｅ．正距方位図法で作成された地図は，地図上で選んだ任意の点からの方位や距離が正しく

表現されている。✖（中心から） 

 

答え 4 

〔Ｎ０.23〕 

   次の文は，国土地理院が提供しているウェブ地図「地理院地図」をはじめとするウェ

ブブラウザ上でシームレスに移動・拡大・縮小できる地図（以下「ウェブ地図」という。）

について述べたものである。明らかに間違っているものはどれか。次の中から選べ。 

 

1. ウェブ地図によっては，複数の種類の地図や空中写真などを選択して表示することがで

きる。 

2. ウェブ地図によっては，モバイル端末で取得した位置情報により，地図の中心を現在地

付近に移動させることができる。 

3. ウェブ地図によっては，地図データを複製したり印刷して第三者に配布したりすること

が利用規約によって規制されているので，使用する際には注意する必要がある。 

4.ウェブ地図には，国土地理院刊行の 1/25,000 地形図と同様，ユニバーサル横メルカトル

図法が採用されている。✖ 

5. ウェブ地図において，画面の解像度やウェブブラウザの拡大率が一定の場合，同一の距

離を表すスケールバーの画面上の長さは高緯度ほど長くなる。 

答え 4 
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〔Ｎ０.24〕 

   次のａ～ｅの文は，地理空間情報活用推進基本法（平成 19 年法律第 63 号）におけ

る基盤地図情報について述べたものである。明らかに間違っているものだけの組合せはど

れか。次の中から選べ。 

ａ. 基盤地図情報に係る項目は，①測量の基準点，②海岸線，③公共施設の境界線，④行

政区画の境界線及び代表点，⑤道路縁及び⑥標高点の６項目である。✖ 

（上の他河川区域界、河川堤防の表法肩の法線、軌道の中心線、水涯線、建物の外周線、市

町村の町もしくは字の境界線および代表点、街区の境界線及び代表点） 

ｂ．国が保有する基盤地図情報は，原則としてインターネットを利用して無償で提供される。 

ｃ．基盤地図情報として，国土地理院から５ｍメッシュ及び]｡0m メッシュの数値標高モデ

ルが提供されている。 

ｄ．都市計画区域外の基盤地図情報の平面位置の誤差は 25m 以内，高さの誤差は５．０ｍ

以内である。 

ｅ．基盤地図情報を整備，更新する場合は，既存の成果がある場合でも，新規で作成するこ

とが推奨されている。✖ 

 

答え 2 

 

〔Ｎ０.25〕 

   次の文は，公共測量における三次元点群データを用いた路線測量について述べたも

のである。 

  明らかに間違っているものはどれか。次の中から選べ。 

1. 三次元点群データを用いて横断面図データファイルを作成しようとしたところ，地面の

傾斜が急に変わる部分について，三次元点群データの密度が粗く精度を確保できていない

ことが判明したため，トータルステーションを用いて補備測量を行った。〇 

2. 既設道路の線形改良において，別の測量計画機関が直前に公共測量として実施した車載

写真レーザ測量成果があることが分かり，その精度を確認したところ，十分な精度を有して

いたため，当該測量計画機関に使用承認申請を行った。〇 

3. 密な樹木に覆われた山地に新規道路を建設する上で，横断測量の断面図作成を効率的に

実施するため，無人航空機（ＵＡＶ）を利用して撮影した写真から三次元点群データを新規
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で取得することとした。✖（密な樹木の撮影は、UAV ではできない） 

4. 民家が点在する郊外で，新規道路建設のための路線測量の実施に当たり，当該地域は見

通しがよいことから，地上レーザ点群測量により効率的に断面図作成を行うこととした。〇 

5. 三次元点群データからＴＩＮ（不整三角網）構造の地形モデルを作成し，その地形モデ

ルから横断面図データファイルを作成した。〇 

答え 3 

 

〔Ｎ０.26〕 

   次の文は，公共測量における用地測量について述べたものである。明らかに間違って

いるものはどれか。次の中から選べ。 

1.境界確認を実施するに当たっては，関係権判者に立会いを求める日を定め，事前に通知す 

 る。〇 

2.復元測量において，復元すべき位置に復元杭を設置する場合は，関係権利者への事前説明

を実施するが，原則として関係権利者による立会いは行わなくてよい。〇 

3.収集した資料に基づき復元した現地が現状と相違する場合は，復元杭を設置せずに原因を

調査し，その結果を測量計画機関に報告して適切な措置を講じる。〇 

4.境界点間測量は，用地境界仮杭を設置したあとに行う。〇 

5.面積計算は，境界測量の成果に基づき，各筆などの取得用地及び残地の面積を算出し面積

計算書を作成する作業であり，原則として倍横距法により行う。✖（座標法） 

答え 5 

[No.27] 

図 27 は、境界点 A,B,C を順に直線で結ぶ境界線 ABC で区割りされた甲及び乙の土地を示

しており、表 27 は、トータルステーションを用いて現地で角度及び距離を測定した結果で

ある。 

 甲及び乙の土地の面積を変えずに、境界線 AP で区割りして整正するためには、CP 間の

距離をいくらすればよいか。最も近いものを次の中から選べ。 

 ただし、甲及び乙の土地は平たんとする。 

 なお、関数の値が必要な場合は、巻末の関数表を使用すること。 
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解答 

L=AC=79.379ｍ 

γ＝0.403632＝23.12641° 

β1＝∠ＡＣＢ＝180-(α+γ)＝36.87359°＝0.643566 

β‘＝∠ＢＣＰ＝180-135＝45°＝0.785398 
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β2＝β1+β‘＝81.87359°＝1.428964 

△ＡＣＢの面積＝Ａ１＝1/2Ｓ1Ｓ２sinα 

△ACP の面積＝A2＝1/2Lxsinβ2 

ｘ＝CP=S1S2sinα/Lsinβ2＝21.821ｍ 

答え 2 

 

〔Ｎ０.28〕 

   次のａ～ｄの文は，公共測量における河川測量について述べたものである。明らかに

間違っているものだけの組合せはどれか。次の中から選べ。 

ａ. 新しい橋梁ができたため，左右両岸の橋台に１点ずつ水準基標を２級水準測量により

新設する。その際の観測路線は，１級水準点から出発し，水準基標に取り付けた後，別の１

級水準点に結合するよう計画した。〇 

ｂ．水準基標の標高を定める測量機器として，２級レベル及び２級標尺を使用した。✖ 

ｃ．定期縦断測量を実施していたが，急傾斜地があったため，４級水準測量に代えて間接水

準測量により実施し，簡易水準測量の閉合差により許容範囲内であることを確認した。〇 

ｄ．平地を流れる河川で定期横断測量を実施し，距離標から水際杭までの距離が L（ｍ）の

左岸について，距離及び標高の測定値と点検測量値との比較を行った。このとき距離の較差

の許容範囲は L/300 とすることが標準である。✖ 

 

 

答え 4 


